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「パッケージの未来 2035」包装専門家への質問
アンケート結果

2026 年 8月 26日
日本包装専士会 未来包装研究委員会

PTIS Future of Packaging
Packaging Thought Leader Survey - 2035

Insights from global thought leaders on the world of packaging in 2035



Proprietary & Confidential

本資料の無断転載・複製はご遠慮ください 2

目次

1. アンケート調査概要、謝辞、
分析上の注記、免責事項、お断り

2. Executive Summary
『2035年 包装の未来に向けた影響とトレンド』

3. 主要ドライバー
4. 2035年への提言
5. Q1～Q22アンケート結果
6. 今後について



Proprietary & Confidential

本資料の無断転載・複製はご遠慮ください 3

日本語版アンケート実施について

免責事項
◼ 本資料は情報収集した事実に基づき作成する努力をしており

ますが、正確性・完全性を保証するものではありません。

◼ 本資料では日本包装専士会 未来包装研究委員会の意見・
考えも掲載しております。これらは将来を保証するものではない
こと、あらかじめご了承ください。

お断り
◼ 本資料の無断転載・複製は堅くお断り申し上げます。

分析上の注記
◼ 本資料の選択式設問は回答数・回答率に基づいて集計しました。

◼ 自由記述は、回答内容を尊重したうえで、意味の近い記述をテーマ
別に分類しました。

◼ テーマ分類は重複を許容し、一部の整理・集約にMicrosoft 
Copilotを補助的に使用しました。

◼ 考察・提言は、アンケート結果を基に日本包装専士会 未来包装研
究委員会が行ったものであり、回答者個人またはPTISの公式見解を
示すものではありません。

概要
⚫ 「PTIS Future of Packaging 」は、米国の包装コンサルタント企業

PTIS, LLC(共同代表者4名)が、「包装の未来に向けた影響とトレンド」を
調査するため、1997年から始めたものです。

⚫ PTISは2025年2月、各国のパッケージ専門家(Packaging Thought 
Leader)約200名を対象に、「Future of Packaging 2035 
Thought Leader Survey」(パッケージの未来2035)を実施しました。

⚫ アンケートは、今後10年間のパッケージに影響を与える要因を探求、分析、定
義づけるものなど、主要質問18問と属性質問4問(多くは選択式)から、パッ
ケージ専門家が包装に影響を与えるテクノロジーやトレンド(デジタル、AI、環
境、消費者、規制など)について意見を広く集め、洞察するものです。

⚫ 包装の専門性だけでなく、経済や社会など幅広い意見が求められます。

⚫ 多くのパッケージ専門家にとって、未来を洞察することは学びの多い機会になる
と考え、今般、日本包装専士会がPTISの承諾を得て、初めて、日本語版ア
ンケートの実施を行ったものです。

謝辞
⚫ 実施には、日本包装コンサルタント協会、

技術士包装物流会、日本包装管理士会に
協賛いただき、各会会員にご案内いただきま
した。深くお礼申し上げます。

⚫ 日本語版アンケートは、2026年3月16日か
ら4月末まで「Microsoft Forms」を使って
匿名で行われ、合計107名の方々よりご回
答いただきました。ご回答いただいた各会会
員の会員の皆様、ならびにご所属企業の包
装専門家の皆様のご協力に深くお礼申し上
げます。

⚫ 日本語版の翻訳作業では、PTISが示す意
味を洞察し、適切で簡易な言葉を探すなど、
有志の方々の多大なご協力を賜りました。深
くお礼申し上げます。
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Executive Summary:2035年 包装の未来に向けた影響とトレンド

提言：葛藤を超えて、包装の社会的役割を再設計する。

⚫ 本調査の示唆
✓ 日本の包装専門家が「循環型移行」を支持しつつも、その実現には、安定供給・コスト・労働力不足・

消費者理解・ブランドオーナーの意思決定など、相反する複数の葛藤(内なる葛藤)がある。
✓ 加えて、戦争・紛争やパンデミック・大震災など予期せぬ制御不能な要因により、「使命である安定供給が
揺らぐ」という包装業界の前提が崩壊するリスクへの葛藤(外からの葛藤)を挙げている。

✓ 本調査は、日本の包装業界は「何に悩み、何を守ろうとしているのか」という実感を表す結果になった。
⚫ 解決への示唆
✓ 循環型へは「ケミカルリサイクル」や「回収インフラ」、「新素材・バリア機能・バイオ技術」への期待。
✓ リスク克服へは「サプライチェーン強靭化」や「素材革新・脱石油・バイオへの移行」の必要性を指摘。
⚫ 提言(日本包装専士会 未来包装研究委員会)
✓ 日本の包装専門家は「安定供給」と「環境対応・循環型」を両立する産業へ変わるべきだという点で一定の

コンセンサスがある。一方、その先の“創るべき未来”については、包装産業の前提が崩れるリスクや不安が
先立つ。2035年に向け、「包装が何を実現する産業になるのか」、積極的に議論すべき余地がある。

課題 懸念(課題解決障害) 成長ドライバー
■気候変動

(CO2排出量の削減)
■資源枯渇と資源安全保障

(循環型への移行)
■AI・自動化
■労働力不足

■循環型移行の停滞
■コスト
■回収・再資源化などの
リサイクル・インフラ不足

■デジタルスキル不足と
労働者代替

■ケミカルリサイクル
■AI・自動化
■ブランドオーナーや政府、
国際条約の牽引力

■消費者・社会の変容
(価値観変化)

■戦争・紛争
■地政学・分断
■パンデミック・大災害
■サプライチェーンの混乱
■AI暴走・サイバー攻撃
■法規制・政策・標準の急変

リスク(前提崩壊不安)
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Highlight:2035年の主要ドライバー

影響要因 Top 5

1 AI(生成型、エージェント型、
複合型など)/機械学習
(48)

2 循環型経済モデルとそれに
向けた取り組み (40)

3 労働力不足 (30)

4
ケミカルリサイクル/アドバンスト
リサイクル(高度リサイクル)
(Advanced/chemical 
recycling) (29)

5 法律/規制の影響 (25)

主要リスク Top 5

1 世界的な紛争 (44)

2
パッケージ(プラスチック
を含む)の循環性の実
現 (38)

3 材料のコスト/パッケー
ジのコスト (35)

4 回収・再資源化インフ
ラ(リサイクル) (24)

5
サプライチェーンの混
乱 (21)

科学技術 Top 5

ケミカルリサイクル/アドバンスト
リサイクル(高度リサイクル)
(Advanced/chemical 
recycling)  (50)

AI(生成型、エージェント型、
複合型など) (39)

使用済み製品の選別を最
適・最大化するための戦略
や方法論 (34)

新素材のための材料科学/
ナノテクノロジー (24)

1

2

3

4

5
バリア性/保存期間の改善
(23)

循環型経済に向けた
重要事項 Top 5
1 ケミカルリサイクル/アドバンストリサ

イクルの普及(プラスチックパッケー
ジをモノマーに戻す) (53)

2 消費者教育 (39)

3
新興市場における廃棄物管
理/回収の整備 (30)

4 リサイクル/リサイクル可能な包装
に関する政府の義務 (29)

5
マテリアルリサイクル施設
(MRF)における回収のための
新技術/高度な選別 (22)

※データ集約・集計にMicrosoft Copilotを補助的に使用

主要ドライバー インサイト(洞察)

ケミカルリサイクル(CR)への期待と責任 複合材のリサイクルや、食品接触用途への再生材確保が期待される。資源安全保障の観
点からも、リサイクルの重要性は高い。

AIへの期待と不安 AI・ロボット活用への期待が高い一方、AIスキル不足や雇用・役割への影響も懸念。

移行におけるブランドオーナーへの期待 2035年、リサイクル・資源循環の社会実装が遅れることを懸念。政府や国際協定以上に
「ブランドオーナー」の意思決定とリーダーシップに期待。

2035年に向けた準備を始めている組織は57% 57%も始まっている一方、43%は準備未着手と回答。循環とコスト、環境と機能など、相
反する葛藤もある。

リユース・リフィルについてはまだら模様 洗浄・耐久性・回収インフラなどの課題がある一方、使い捨てより経済合理性が高まれば
普及する意見もある。

世界的な紛争やコスト高(予期せぬ制御不可能な要因) 包装産業の使命である「安定供給の確保」という前提崩壊の不安。ナフサ確保、コスト高
抑制など、現時点の課題対応に多くのリソースを割かざるを得ない業界の葛藤がある。
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Highlight:2035年への提言

Q3「ワイルドカード」で見えた『それどころでなくなる未来(前提条件が崩れる未来)』(外からの葛藤)と、
Q17『目指したい未来』(内なる葛藤)から導かれた考察

相反する課題には、包装が持つ「社会インフラとしての役割*」の再設計で臨む
～包装業界は、社会に必要なものを途切れさせず届けながら、環境対応も実現しなければならない業界～

「どの包装が社会に必要で、どの包装は削減できるのか」

「必要な包装は進化させる 不要な包装は減らす」
その判断を支えるために、サプライチェーンを可視化するデジタル技術やトレーサビリティが重要になる。

それによって、包装が社会をつなぐ役割そのものを変えていく。

「葛藤を次の価値に変える」

*「包装が持つ社会インフラとしての役割」：包装は、食品・医薬品・日用品・工業製品を、安全に、衛生的に、必要な場所へ届けるための見えないインフラであり、現代生活に必要不可欠な役割を持つ。

未来包装研究委員会 洞察

《改めて調査が必要》
「2035年の包装は社会の中で何を実現するのか」…包装の役割の再定義

時代は変化・進化・多様化、「守るべき未来」から「創るべき未来」へ

高品質×低価格×短納期
包装機能の深化

競争・技術・独自性・顧客第一

「機能と環境、循環とコストの葛藤」
「AIと仕事消失・期待と不安」

「予期せぬ制御不能な事態への葛藤」

「環境課題」「不測の事態」を解決
守る未来:包装機能、安定供給の深化
創る未来:新たな成長エンジンの探索

《以前》 《現在》 《未来》

未来包装研究委員会 提言
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Q1: 今後10年間でパッケージ業界に最も大きな
影響を与える要因『トップ3』は何でしょうか。
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AI(生成型、エージェント型、複合型など)／機械

学習

循環型経済モデルとそれに向けた取り組み

労働力不足

ケミカルリサイクル／アドバンストリサイクル(高度リサ

イクル)

法律／規制の影響

炭素削減の取り組み

リサイクルインフラ - 新興市場

気候変動

リサイクル目標(リサイクル率の向上)

再構築されたサプライチェーン／新しい輸送(物流)

モデル

バイオマス材料

食品廃棄物

回答数

（44.9%）

(37.4%）

（28.0%）

（27.1%）

（23.4%）

（15.9%）

（14.0%）

（13.1%）

（8.4%）

（7.5%）

(15.0%）

（11.2%）
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世界的な紛争

パッケージ(プラスチックを含む)の循環性の実

現

材料のコスト／パッケージのコスト

回収・再資源化インフラ(リサイクル)

サプライチェーンの混乱

ケミカルリサイクルやアドバンストリサイクル(高

度リサイクル)の普及に失敗

法律／規制

低い回収・再利用・再資源化率(プラスチッ

ク、その他の材料)

革新や変化への対応力の欠如

PCR材の不足(プラスチック)

スキル／労働力のギャップ

CoC(管理の連鎖認証)*／トレーサビリティ

*: 製品の原材料から販売にいたるまでの…

回答数

Q2: 2035年におけるパッケージ分野の主要な
リスク(懸念事項)『トップ3』は何でしょうか。社
会的、経済的、政治的背景を持ち、パッケージ
業界の内外に影響を及ぼすものです。

（41.1%）

（35.5%）

（32.7%）

（22.4%）

（19.6%）

（15.9%）

（15.9%）

（14.0%）

（10.3%）

（10.3%）

（10.3%）

（10.3%）*製品の原材料から販売にいたるまでの一連の流れを
適切に追跡・管理すること(FSC認証、マスバランス認
証などに対する信頼性)
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Q3:業界に確実に影響を与えるとは限らないが、発生すれば強い影響を及ぼす可能性のある要因や変化は
     何でしょうか。これらは『ワイルドカード(*)』で不確定要素であり、予期しにくいものの、業界の構図を
     大きく変える可能性があります。その影響はプラスにもマイナスにもなり得るものです。

過去の例：BPA、タイレノール偽造事件、中国の「国門利剣(ナショナルソード)」政策(欧米の廃プラスチック輸入停止)、革新的ながん治療法、
      COVID-19など *ワイルドカード：予測できない変数や状況が登場し、それが局面を変えたり、予測を覆す要因となる場合、その要素のこと。

《自由記述》

※Microsoft Forms 応答結果から複写

順位 テーマ 回答数 比率

1 地政学・紛争・戦争 48 53.9%

2 原材料・資源調達・石油／ナフサ制約 28 31.5%

3 サプライチェーン・物流混乱 20 22.5%

4 AI・デジタル・サイバー・技術急変 14 15.7%

5 法規制・政策・標準の急変 13 14.6%

6 気候変動・自然災害・水／食料リスク 12 13.5%

7 コスト高騰・価格変動 10 11.2%

8 リサイクル・循環システムのブレークスルー／失敗 7 7.9%

9 パンデミック・公衆衛生 6 6.7%

10 消費者・社会意識／価値観変化 5 5.6%

順位 キーワード 回答数 回答率

1 紛争 21 23.6%

2 戦争 11 12.4%

3 資源 8 9.0%

4 石油 8 9.0%

5 不足 7 7.9%

5 中東 7 7.9%

7 規制 6 6.7%

8 パンデミック 5 5.6%

9 AI 4 4.5%

9 コスト 4 4.5%

9 サプライチェーン 4 4.5%

9 中国 4 4.5%

9 原料 4 4.5%

9 原油 4 4.5%

9 材料 4 4.5%

テーマ別分類・数値化

「地政学、資源、調達、物流、コスト」＝「供給不安」がワイルドカードになると回答

頻出キーワード順位

※データ集約・集計にMicrosoft Copilotを補助的に使用

11の回答者(12%)が、この質問に「戦争」と回答しました。
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サイクル)(Advanced／ chem…

AI(生成型、エージェント型、複合型など)

使用済み製品の選別を最適・最大化するための

戦略や方法論

新素材のための材料科学／ナノテクノロジー

バリア性／保存期間の改善

バイオベースの技術／再生可能原料の技術

ロボット工学／労働代替

賞味期限・消費期限／食品廃棄物の削減

複数企業間の技術連携

3Dプリンティング／アディティブマニュファクチャリン

グ(AM:積層造形)

デジタル印刷／マス・カスタマイゼーション(mass 

customization: マスプロ…

IoT／IoP(モノのインターネット／インターネットに

つながるパッケージング)

回答数

Q4: 科学技術の発展はパッケージにとって極めて
      重要です。今後10年を見据え、2035年ま
      でにパッケージ分野に最も大きな影響を与える
      と予想される科学技術の進歩『トップ3』を選ん
      でください。
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マーキング技術による選別の支援(消費者での分別

区分、資源選別センター(MRF)での選別工程…

業務効率を効率化・最大化するシステム(例:サプラ

イチェーン全体の追跡、 入庫と出庫など)

小ロット多様化に対応するパッケージ製造のためのデ

ジタル技術や機器など

パッケージ上のデジタル タグ(パッケージの識別、ゲー

ム システムとの対話など)

情報を伝えるパッケージ(レシピ、アレルギー情報、視

覚障碍者向けの読み上げ機能、スマートフォ…

追跡技術(ブロックチェーン)

サプライチェーンをデータ駆動型で効率化・最適化す

るシステム

インテリジェントパッケージ(組み込まれたセンサーとア

クチュエータ)(例:賞味期限インジケー…

パッケージと通信する家電製品(賞味期限管理、故

障予防など)

IoP インターネットつながるパッケージ(IoTモノのイン

ターネット、スマート技術群)

アクティブパッケージング(例:MAP包装やCA包装に

おける鮮度インジケータなど)

サイバーセキュリティ／プライバシーの問題と懸念

回答数

Q5:2035年までに、パッケージを変革・変化させる
      デジタル技術の『トップ3』を選んでください。これ
      には、パッケージング自身のデジタル技術、接続
      するシステムのデジタル技術が含まれます。

（37.4%）

（34.6%）

（29.9%）

（29.0%）

（28.0%）

（26.2%）

（24.3%）

（16.8%）

（16.8%）

（15.0%）

（14.0%）

（10.3%）
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39

27

23

20

20

20

20

19

18

14

14

0 10 20 30 40 50 60

流通・物流における自動化のためのパッケージの標準

化

材料の削減(例：輸送用の軟包装、緩衝材など)

新素材開発

追跡／認証技術

ブロックチェーンの実装

Curbside recyclability: 路上回収リサイクル適性

(eコマースの輸送包…

ドローン配送に最適化されたパッケージ

再利用可能な(一次)包装(自宅や店舗で詰め替え

可能)

新興市場向け廃棄物インフラの投資と開発

適切なサイズで、eコマースの配送に最適化された新

しい形態(自社コンテナで発送)

返却可能な配送パック形式

オンデマンド製品のためのパッケージング

回答数

Q6:あらゆるものがeコマースによる高速・最適化・オン
     デマンドの世界へと移行するにつれ、包装業界もこ
     れに対応せざるを得なくなります。2035年までに、
     包装業界が必ず対応すべき重要事項(変化または
     技術)は何でしょうか。『トップ3』を選んで下さい。

（46.7%）

（36.4%）

（25.2%）

（21.5%）

（18.7%）

（18.7%）

（18.7%）

（18.7%）

（17.8%）

（16.8%）

（13.1%）

（13.1%）

40

36

36

33

33

26

24

21

13

12

12

10

0 10 20 30 40 50

消費者における購買行動(shopping)や情報検

索(IR)の向上

在庫管理

パッケージ開発時間の短縮(アイデア創出を含む)

サプライチェーン／配送の最適化／調達の最適化

最適化された自動化／トラブルシューティング(製

造、メンテナンスなど)

資源選別センター(MRF)における廃棄物／リサイ

クル処理と識別

新素材開発

材料／パッケージの性能予測

グラフィック開発

トラック＆トレース(リアルタイム監視システム)

軽量化のための最適化された設計

顧客データに基づいたパーソナライズされたデザイン

／ラベル

回答数

Q7:次の10年で、人工知能(生成AI、エージェン
      ト型AI、コンポジットAIなど)が、パッケージへ
      最も影響を与える『トップ3』を選んで下さい。

（37.4%）

（33.6%）

（33.6%）

（30.8%）

（30.8%）

（24.3%）

（22.4%）

（19.6%）

（12.1%）

（11.2%）

（11.2%）

（9.3%）

10
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53

39

30

29

22

21

17

16

12

11

11

11

0 20 40 60

ケミカルリサイクル／アドバンスドリサイクルの普

及(プラスチックパッケージをモノマーに戻す)

消費者教育

新興市場における廃棄物管理／回収の整

備

リサイクル／リサイクル可能な包装に関する政

府の義務

マテリアルリサイクル施設(MRF)における回収

のための新技術／高度な選別

材料簡素化のための基準(回収・再利用・リ

サイクル可能な材料に限定)

海洋ごみの除去と既存のごみの収集

プラスチックパッケージの他素材や包装形態

への置き換え

再利用可能／詰め替え可能なパッケージの

消費財や食品サービスにおける普及・浸透

収集、圧縮、堆肥化などの消費者システム

の拡張／簡素化

原材料の安全衛生性(懸念される化学物

質の除去)

包装廃棄物に対する拡大生産者責任

(EPR)

回答数

Q8:ゼロ・ウェイスト／循環型経済のビジョンを実現
     するために、開発すべき最も重要な『トップ3』は
     何だと信じてますか？

（49.5%）

（36.4%）

（28.0%）

（27.1%）

（20.6%）

（19.6%）

（15.9%）

（15.0%）

（11.2%）

（10.3%）

（10.3%）

（10.3%）
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42

40

34
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23

19

15
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8

7

0 20 40 60

ブランドオーナー

国際協定(国連のSDGs、気候協定、

プラスチック協定など)

パッケージ業界のリーダー／協会

消費者

政府(EU)

政府(アジア - 中国以外)

小売業者

アカデミア(大学・研究機関など)

政府(米国/カナダ)

投資家／金融市場

政府(中国)

テクノロジー系スタートアップ

回答数

Q9:市場とパッケージ部門を新システムに移行させる
ことをリードするのは、誰でしょうか。『最大3つ』
を選んでください。

（50.5%）

（39.3%）

（37.4%）

（31.8%）

（28.0%）

（21.5%）

（17.8%）

（14.0%）

（12.1%）

（9.3%）

（7.5%）

（6.5%）

11
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77
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20
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14
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1

0 20 40 60 80 100

家庭用品／清掃用品／洗濯用品

パーソナルケア

エレクトロニクス(電子部品、半導体など)

eコマース用パッケージ(リターナブル)

フードサービス(レストラン、カフェ、ファストフー

ド店、給食サービスなど)

飲料 - ノンアルコール

飲料 - アルコール飲料

乾燥食品(シリアル、米など)

該当するカテゴリーは一切ない

法規制により、シングルユースのデリバリー用

包装は義務化されそう。

回答数

Q10:2035年までに、売上高の25％以上で再利用
可能(リユース)／詰め替え可能(リフィル)な包装を使
用するようになるのは『どの製品カテゴリー』でしょうか？

（72.0%）

（34.6%）

（25.2%）

（18.7%）

（17.8%）

（16.8%）

（13.1%）

（12.1%）

（4.7%）

（0.9%）

12

Q11:再利用(リユース)可能なパッケージが大きな
存在感を持つためには、2035 年までに何が
実現される必要がありますか?

《自由記述》

※Microsoft Forms 応答結果から複写

23の回答者(26%)がこの質問に「回収」と回答しました。
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48
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24
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16

16

16
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0 20 40 60

リサイクル可能な/再生利用可能な設計(使

用後により良い状態にすること)

ケミカルリサイクル/アドバンスドリサイクル(高

度リサイクル)

食品廃棄物の削減

バイオベース素材

資源選別センター(MRF)におけるリサイクル/

選別技術の高度化

最適化のための人工知能/拡張知能(サプ

ライチェーン、調達プロセス、品質など)

新たな大規模システム(海洋ごみ、新興市

場の復興、インフラなど)に関する協力

材料の簡素化(廃棄物ストリームの複雑さを

軽減)

パッケージの削減

パッケージや製品の統合(生産効率や品質

向上を目的とした一体化)

設備・製造の進歩(ロボット工学を含む)

再利用(リユース)／詰め替え(リフィル)モデ

ル

回答数

Q12:2035年までに、包装業界が付加価値を高め
る可能性がある分野の『トップ3』は何だと信じ
ますか？

（44.9%）

（34.6%）

（22.4%）

（17.8%）

（16.8%）

（16.8%）

（15.0%）

（15.0%）

（15.0%）

（12.1%）

（12.1%）

（11.2%）
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AI／機械学習

持続可能性／循環型経済／ESGへの取り

組み

未来の動向／先見・予測

適応性／柔軟性

消費者の利益に基づいた創造性／ソリュー

ション

技術的なパッケージングスキルと知識

サプライチェーン／ロジスティクス

コラボレーション／オープンイノベーション

ブランド戦略における長期的なパッケージング

計画

コミュニケーション(会話力、文書作成力、

ソーシャルメディア活用力)

データ分析

規制への対応力

回答数

Q13:2035年のパッケージ業界を考える際、今後10
年間で必要となるスキル／能力は何でしょうか。
『トップ3』を選んでください。

（41.1%）

（32.7%）

（25.2%）

（23.4%）

（22.4%）

（20.6%）

（15.0%）

（14.0%）

（14.0%）

（12.1%）

（11.2%）

（10.3%）
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49
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35
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26

21

21

18

13
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0 10 20 30 40 50 60

気候変動と包装(炭素、水への影響)

リサイクル性(プラスチック)

リサイクルインフラ

社会／消費者の認識

環境中のプラスチック(海洋、ごみ、大気など)

原材料の安全衛生性(健康への懸念)

原材料の使用禁止／関連法規

拡大生産者責任(EPR)のコストと影響

業界の行動不足(消極的対応 vs 積極的対

応)

バイオベース材料の性能

テクノロジーの影響(AI、IoTなど)

再利用(リユース)／詰め替え(フフィル)モデルの

採用

回答数

Q14:2035年においてもなお取り組むべき課題として、
パッケージ分野における主要な懸念事項は何で
しょうか。『トップ3』を選んでください。

（45.8%）

（33.6%）

（32.7%）

（32.7%）

（28.0%）

（24.3%）

（19.6%）

（19.6%）

（16.8%）

（12.1%）

（11.2%）

（8.4%）

Q15:あなたが所属する組織は
2035年の未来に向けて準備していますか？

（57.0%）

（43.0%）

※Microsoft Forms 応答結果から複写
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Q16:(15の設問で)「はい」の場合、あなたが所属する組織が将来に向けて備えている主な強みと特性は
       何でしょうか。「いいえ」の場合、あなたが所属する組織に不足しているものは何でしょうか。

※Microsoft Forms 応答結果から複写

《自由記述》

16回答者(15%)がこの質問に回答しました

強み・テーマ 件数 内容

技術開発・素材対応力 29
リサイクル技術、モノマテリアル化、新素材、
代替資源、製造技術など

循環・リサイクル対応 20
資源循環、水平リサイクル、容器リサイクル、
回収・再利用への取り組み

サステナビリティ・ESG／環境
対応

15
サステナブル包装、CO₂・Scope対応、海
洋プラスチック対策、環境負荷低減

長期戦略・未来洞察 14
情報収集、シナリオプランニング、将来を見
据えた方針決定

デジタル・AI・自動化対応 8
デジタル化、可視化、AI、自動化、データ
活用への準備

「はい」回答者が挙げた所属組織の強み

弱み・テーマ 件数 内容

技術力・開発力不足 16
技術力、開発力、製品スペック・素材
対応力が不足

人材・スキル不足 14
人材、技術者、教育、マンパワーが不
足

長期戦略・未来洞察不足 9
中長期目標欠如、先見性、将来予測
が不足

連携・パートナーシップ不足 8
サプライチェーン連携、業界横断連携、
パートナーシップが不足

リーダーシップ・変革文化不足 7
危機感、意識改革、経営姿勢、リアク
ティブな行動が不足

「いいえ」回答者が挙げた所属組織の弱み

※データ集約・集計にMicrosoft Copilotを補助的に使用

16の回答者(15%)が、この質問に「開発」と回答しました。
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Q17:2035年のパッケージの未来について、他に何かお伝えしたいことがあればお聞かせください

順位 テーマ
該当
回答数

回答率

1 循環型移行・リサイクル必要性 14 26.4%

2 素材革新・脱石油・バイオ 9 17.0%

3 消費者認知・教育・行動変容 7 13.2%

3 業界・企業・ブランドオーナーの役割 7 13.2%

5 包装機能・品質保持・賞味期限延長 6 11.3%

5 パッケージレス・削減・省資源 6 11.3%

5 制度・規制・政府／社会システム 6 11.3%

5 物流・サプライチェーン・インフラ 6 11.3%

9 コスト・価格・経済性 5 9.4%

10 デジタル・データ・AI活用 1 1.9%

《テーマ別集計》

主張別分類
回答
数

比率 考え方

1. 循環型移行推進派 14 26.4%
リサイクル、循環、回収、再生材、モノマテ、リユース
を進めるべきという立場

2. 社会実装派 13 24.5%
消費者、国・自治体、流通、制度、インフラ、仕組
みが必要という立場

3. 包装機能重視派 8 15.1%
保護性、賞味期限、食品ロス削減、品質、安全、
利便性、情報提供など包装本来の価値を重視す
る立場

4. 省包装・
    パッケージレス派

6 11.3%
使用量削減、材料最小化、パッケージレス、省資
源を重視する立場

5. 懐疑派・現実派 5 9.4%
10年前も10年後も大きく変わらない、現実的には
難しい、包装産業単独で解決できる課題ではない、
既存課題(コスト・原油)に追われるという立場

6. ポスト循環派※ 2 3.8%
DAC、メタネーション、サーマルリサイクル等により、モ
ノマテ前提が変わる可能性や、包装を超えた拡張
性による成長を見る立場

《主張別集計》

※件数は少ないが、現在の循環型移行の前提そのものを問い直す少数意見として注目した。

※データ集約・集計にMicrosoft Copilotを補助的に使用

※Microsoft Forms
   応答結果から複写

《自由記述》

7の回答者(12%)が、この質問に「リサイクル」と回答しました。
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Q18:2035年のパッケージについて考えたとき、頭に浮かぶ言葉は何でしょうか？

1位 リサイクル、循環・資源循環…(含む:回収、再利用、再生材利用、リサイクル可能な設計)

2位 シンプル化、減量・最小化…(含む:簡素、軽量、減容、必要最低限、パッケージレス)

3位 消費者・社会行動、価値観変化…(含む:意識、高齢化、人材不足)

4位 素材革新、脱石油・代替素材…(含む:材料、バイオ、新技術、ハイバリア、モノマテ)

5位 環境負荷低減、CO2・脱炭素…(含む:環境問題、海洋プラスチック、省資源、サステナブル実現)

6位 機能価値・品質保持、保護…(含む:賞味期限延長、美味しさ維持、食品ロス削減、ハイバリア)

7位 デジタル・AI・スマート化…(含む:情報、予測、自動化)

8位 構造変化、業界再編、協創…(含む:調和、提案力、コスト意識、共通化、原点回帰)

9位 物流・輸送効率、標準化…(含む:規格化、統一化、通い箱)

※Microsoft Forms 応答結果から複写

※1～9位データ集約・集計にMicrosoft Copilotを補助的に使用

：30.8% 
：14.1% 
：14.1% 
：9.0% 
：7.7% 
：7.7% 
：6.4% 
：5.1% 
：3.8%

8の回答者(10%)が、この質問に「循環型」と回答しました。
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Q19:あなたの組織・会社はバリューチェーンのどこを
       担当していますか？

Q20:組織・会社内でのあなたの役割は何ですか？
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Q21:あなたの包装産業でのキャリア期間を教えて
下さい

Q22:あなたの担当する業務を教えて下さい
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今後について

⚫ 「Future of Packaging  2035 Thought Leader Survey」(パッケージの未来2035)
日本語版の実施時期が、中東緊張が高まった2026年3月と重なり、PTISがグローバル・アン
ケートを実施した2025年2月と外部環境が変わってしまいました。日本語版では、地政学や
分断、原油調達などに関する回答が多く、グローバル版との直接比較は見送ることにしました。

⚫ 一方、日本の包装専門家は、『“循環型移行”と“包装機能性や経済性”の両立』や、『“予期
せぬ制御不能な要因”と“使命である安定供給”の相反による包装業界の前提の崩壊』など、
多くの葛藤を抱え、グローバルとは異なる視点を持つことも浮き彫りになりました。

⚫ 今後、世界の共通目標である「あるべき未来の姿」に向け、日本の包装業界がどのような移行
経路を歩み山頂を目指すのか、次回PTISアンケートの実施時には、改めて日本語版を企画
し、今回結果との比較を通じて、日本の包装産業の変化と進展を確認したいと考えます。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	パッケージの未来
	スライド 13




